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病気の治療に使う薬の主な作用を主作用といいま
す。そして、主作用とは異なる別の作用や体に良くな
い作用のことを「副作用」といいます。一般的には医
薬品などによって生じた患者さんにとって不都合で
有害な作用が起こった時に使われます。
ワクチンの場合には、ワクチンの投与（接種）に
よって体に免疫反応が起こり、それによって感染症の
発生を防ぐ免疫ができます（主作用）。この時に免疫
ができる以外の反応（例えば軽ければ発熱・注射部
位のはれ、重ければ脳炎・脳症など）が発生すること
があるので、医薬品による副作用とは分けて「副反
応」という用語が主に用いられます。

副作用と副反応の違いは？

一方、薬もワクチンも、使用
後に副作用あるいは副反応の
ほかに、たまたま何かの原因に
よってある事象が起こることが
あります。たとえば薬をのんだ
り、ワクチン接種をした後に、
食べ物が原因で嘔吐をしたり、
虫に刺されてはれたり、別の病

気が原因で熱が出たりすることもあります。実際に
は、その原因はわからないことも多いのですが、それ
らをすべてまとめて、「有害事象」と呼びます。
つまり有害事象には、その薬やワクチンとの因果関
係が明らかなもの、不明なもの、他の原因によるもの
をすべて含んでいます（図）。これは、薬をのんだりワ
クチン接種の後に、今ま
でに報告されていない
副作用や副反応をでき
るだけ拾い上げるため
に重要です。そして、報
告される症例が集まる
ことにより、偶然と思わ

有害事象（ゆうがいじしょう）とは？

れた事象の中から今まで分かって
いなかった副作用や副反応を発
見することが可能となります。厚
生労働省は、これまではワクチン
接種の後に生じた重篤な症状等
については「副反応報告」を求めていましたが、最近
は「副反応の疑い例」として、広く有害事象を求めて
います。
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ワクチンは、生ワクチンと不活化ワクチンに分けら
れます。生ワクチンの接種の後に、それぞれのワクチ
ンの感染症の症状が一定の期間をおいて弱く出るこ
とがあります。一方で、不活化ワクチンではそのよう
なことはありません。両ワクチンとも、ワクチンの中
に含まれる様々な成分が原因で、局所反応（はれ・赤
み・痛みなど）やアレルギー反応が現れることがあり
ます。
副反応の比較的軽いものは、発熱・発疹・局所反応
ですが、重いものとしては、アナフィラキシー（重い
アレルギー反応）、急性脳炎、急性脳症、けいれん、
急性散在性脳脊髄炎、ギランバレー症候群などがま
れに起こります。
各ワクチンの副反応についてはそれぞれの「ワクチ
ンで予防できる病気について」をご覧ください。

副反応にはどのようなものが
ありますか？

予防接種の後に起こる副反応と有害事象について解説します

有害事象
（ゆうがいじしょう）

副反応
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ワクチンの種類によって異なりますが、様子をみて
いれば回復するような軽いものは0％から20～
30％くらいです。国内では、予防接種後健康状況調
査と呼ばれるワクチン接種後の一定期間に生じた症
状（有害事象）をモニターしているシステムがありま
す。令和3年度版は　 厚生労働省ホームページ でみ
ることができます。
国内では、重篤な有害事象については、診断した
医師からの届け出（副反応疑い例の報告）が予防接
種法で定められています。それらは2～3か月に1回、
　厚生科学審議会（予防接種・ワクチン分科会　副
反応検討部会）で議論され、その結果は公表されて
います。
それをまとめると表のような頻度になります。重篤
な事象とは、主にはワクチンの添付文書に記載され
ている疾患や症状について医師が届けるもので、約
10万接種に1回くらいの頻度といえます。

副反応の頻度はどのくらいでしょう?

あります。定期接種であれば予防接種法に基づく
救済制度、任意接種であれば、医薬品医療機器総合
機構による救済制度があります。万が一、お子さんが
死亡されたり、重い後遺症が残った場合には、予防接
種法に基づく救済制度の方が高額です。いずれも、健
康被害と思われる症状（一般的には病院への入院以
上）が現れた本人や家族の方からの申し出が必要で、
それについて審査が行われます。
予防接種との関係がはっきりしている場合はもち
ろんのこと、その関係について予防接種のせいでは
ないと医学的に言い切れない場合にも、救済の対象
になることは多くあります。その際に、医療費、死亡
一時金などが支払われます。もし、これらに当てはま
ることがある場合には、お住まいの自治体の予防接
種担当係にご相談ください。

予防接種によって健康被害が
生じた場合、医療費などの
救済制度はありますか?

詳細をご覧になりたい方は

スマートフォンやタブレットで

QR コードを読み取って下さい
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https://www.mhlw.go.jp/content/
10601000/001197715.pdf  

予防接種後健康状況調査集計報（令和3年度） 

重篤とは、報告時点の状況で、副反応としての判断および予後は
問われていない

＊１価（オミクロン株 XBB.1.5 系統）ワクチン
第 94回、100 回厚生科学審議会予防接種ワクチン分科会副反応検討部会（2023. 7. 28、2024.1.26）資料より

B

https://www.mhlw.go.jp/stf/shingi/
shingi-kousei_284075.html   

予防接種・ワクチン分科会副反応検討部会の議論結果   

医療機関から「重篤である」として届けられた
副反応疑い例（有害事象）
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